
40 年かけて築きあげた生地作りの技術

ベルベット＆ベロアのおはなし

しっとりとした柔らかな肌触りと深みのある光沢。身にまとうだけで

優雅な雰囲気を醸し出す「ベロア」「ベルベット」は、私たちの永遠の

憧れの素材。三菱ケミカルではその美しさをそのままに、さらに機能性

を高めた素材を 40 年かけて作りだしました。今回はそんなこだわりの

有毛素材のおはなしです。



ソアロン　の 「ベルベット」 と 「ベロア」 どこが違うの？

ソアロン　の代表的な有毛素材にはベルベット調とベロアの 2タイプがあります。

深い色合いと上品な光沢、滑らかな毛足のベルベットとベロアは似ているよう

で編み方が違います。

ベルベット調の「サイセリア　」は経編で編み上げているのでコンパクトで張り

がありジャケットやパンツにお勧めです。ベロアは緯編で編み上げているので

しなやかで伸縮性に優れていてトップスやワンピースで人気です。

ソアロン　ベロア

SYSELIA
サイセリア

soalon   velour

経編機で編むことでコンパクトな

表面感を作りあげるベルベット調。

織物のような張り感と適度なスト

レッチ性がシルエットを美しく作

り上げます。

丸編機で編むことでフィット感の

あるストレッチ性をもちながらも

しなやかなドレープを作るソアロ

ン　ベロア。
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糸
低速の仮撚機を使い、熟練の職人たちがそのつど調整しながら丁寧に紡いでいく。

非常にデリケートなトリアセテートは、こういった昔ながらの手仕事に近い工程を

経て作られています。それができるのが新潟にある小さな加工工場で、世界でたった

１社だけの技術です。

職人たちが一切妥協することなく紡いだ糸は、とても繊細で弱いものの、逆にそれが

ソアロン　の「ベロア」「トリコットベルベット」の美しさの秘密に。他の糸とは違い、

ふんわりと柔らかく仕上がることで、毛立ちの美しさと発色の良さを生み出します。

高速で大量生産の時代に、あえて丁寧な手仕事に

こだわる事。それが私たちのやり方です。

世界でここにしかない技術” ”

ソアロン　の有毛素材には沢山のこだわりが詰まっています。

そのこだわりの積み重ねが美しい生地を作りあげます。

そんなこだわりのお話、 じっくり聞いてください。
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光沢

トリアセテートを使った生地は光沢に深みがあります。その理由は、糸の断面に

あります。一般的な繊維は丸断面が多いですが、トリアセテートはひだのある菊

型形状になっています。丸断面に光が当たると直接光が反射するため、ギラっと

した光沢を放つものの、トリアセテートは光がひだに当たることで乱反射を起こ

します。そのことから深みのある光沢が生まれるのです。さらに撚りをかけた糸

に熱を加え、また撚りを戻す仮撚加工を施すことで、糸全体が波打ったような状

態になります。表面に凹凸があることで、光の乱反射がより複雑になり、光を包

み込むことから落ち着いたふくらみのある上品な輝きを放つようになります。

トリアセテートの光沢は糸に凹凸があることで上質感が生れてくるのです。

糸表面の溝に光が乱反射し、拡散されることで生れた光。ダイヤモンドに施される

カッティングも光を乱反射させ華やかな光沢が生れますよね。

入射光 反射光 入射光 反射光

美しい光沢の秘密は糸形状に” ”

※イラストはイメージです

トリアセテート繊維拡大写真



編み

ベロアやトリコットベルベットは、その繊細さゆえ、出来上がってすぐに編むことが

出来ません。そのため、糸が安定するまで夏季で最低 2週間、冬季なら 1カ月以上

エイジングさせ、編むのに適した状態になるまでゆっくりと時間を置きます。

その後ベロアは丸編機でトリコットベルベットは経編機で編み上げますが、天然の

原料を含むトリアセテートは、気温や湿度の変化で微妙に変化が生じるため、職人は

糸の状態や機械の調子を細かく確認しながら、編地にムラができないように気を配り

ます。その所要時間は、なんとポリエステルの倍以上に。この技術を習得する職人は

限られており、極めて高い専門性が要求されます。

低速の編機をメンテナンスを繰り返しながら

長年大事に使用しています。それもサステナブル

のひとつだと考えています。

ワインのように！？じっくりと寝かせます” ”

ソアロン　のベロア編機

WINE WINE WINE WINE WINE WINE

約 2週間～ 1カ月

じっくり熟成！？
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毛足が倒れにくくても、長時間肩にカバンを

掛けていたり、長時間座っていたりすると

どうしても毛足がへたってきます。その時は

スチームアイロンできれいに修復できます。

ベロアは編み上がると、毛先がループ状になったパイル生地になります。

このループをよく見ると、整然と並んでピンと立った毛立ちのよさに気が付くはず。

これがトリアセテートの生地ならではの特徴です。トリアセテートは熱セット性の

ある半合成繊維のため、ピンと立ち上がり、一度寝た場合もスチームアイロンをか

ければ元の形状に戻るという特性があります。また、シャーリング加工の際は上部

をカットするものの、その切り口はスパッと切れた美しい断面になります。

柔らかく毛立ちのいいトリアセテートを使うことで、この鮮やかな切り口が実現し、

なめらかな肌触りを可能にしてくれます。

毛立ちの良さが上質さの証だ！毛足

シャキーン

” ”

※イラストはイメージです

※イラストはイメージです



繊細なトリアセテートの糸で編んだ生地にシワやムラが生じるのを防ぐため、

染色作業も独自の方法が施されています。ポリエステルなど一般的な合成繊

維の場合は染色液の中に 10 反入れるのに対し、トリアセテートのベロアや

トリコットベルベットはわずか 3反だけ。しかも、たっぷりの水で水流も弱

くし、回転数も落とすなど、その作業は実に非効率的！！しかし、手間暇を

かけて、コストもかけてこそ、ようやくあの美しい質感が保たれるのです。

手間暇かけてゆっくりと染め　　　

エレガントで深い趣を携えるトリコットベルベットは、極めて複雑な多工程で

作られています。それは 40 年間という時間をかけ、試行錯誤の末に築き上げた

当社ならではのこだわりです。その工程は、経編機を用いて高密度な編地から

起毛と立毛、そして毛刈りを何度も繰り返すことにより、ようやく生地として

完成します。なぜ、ここまで複雑な工程が必要なのでしょうか。それは非常に

デリケートな生地ゆえに、弱い力で何度も回数を重ねないと、独特の質感が損

なわれるからです。トリコットベルベットならではの深い陰影が織りなす光沢

感と上質な肌触りは、この生地作りに心血注いだ職人たちの技術の賜物なので

す。

複雑な多工程を通してできた美しさ仕上げ　
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※イラストはイメージです
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妥協をせずに美しさを追求してきた事は私たちの誇りです。原料メーカーでありながら

日本の繊維産地との協業により培ってきたノウハウをこれからも大切に守っていきたい

と思います。

ゆったり快適～




